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ロー一・…『一一一人

23，974

26，013

49，987

10，493

　
　
　
　
　
　
数

男
女
計
帯

　
　
　
　
　
　
世

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　露

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　露　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簸　　　　　　　　　　　　　　　纈

　　　　　　　　　　　　難

　　　　　　　　羅

　　　　　難
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四
月
　
圏
日

か
ら
切
替
え

　
市
町
村
交
通
災
害
共
済
制
度
も
こ

と
し
で
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

昨
年
ま
で
の
加
入
者
は
こ
の
三
月
三

十
一
日
で
共
済
期
間
が
終
わ
り
、
四

月
か
ら
継
続
、
新
規
加
入
の
申
込
み

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
申
込
み
万
法
は
、
今
月
中
に
市
政

事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
、
各
世
帯
に

配
布
さ
れ
る
用
紙
に
記
入
し
て
、
申

込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

　
1
、
引
続
き
加
入
の
場
合

　
前
年
度
加
入
さ
れ
て
い
る
世
帯
で

引
続
き
加
入
す
る
場
合
は
、
申
込
書

に
書
き
込
ん
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
ま
＼
の
も
の
に
現
金
を
そ
え
、
ま

た
新
た
な
加
入
者
が
出
た
場
合
は
加

え
て
記
入
、
脱
退
者
が
あ
る
場
合
は

削
除
し
て
、
再
び
嘱
託
員
に
現
金
を

そ
え
て
提
出
く
だ
さ
い
。
　
（
直
接
本

交
通
災
害
共
済
制
度

こ
ぞ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う

人
か
ら
の
申
込
み
も
可
）

　
2
、
新
規
加
入
の
場
合

　
今
ま
で
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
が

新
し
く
加
入
し
た
い
世
帯
は
、
加
入

申
込
書
を
嘱
託
員
か
ら
い
た
罫
き
、

申
込
書
の
各
欄
（
氏
名
、
生
年
月
日

部
落
名
、
世
帯
主
の
氏
名
を
記
入
し

現
金
を
そ
え
て
嘱
託
員
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
　
（
直
接
本
人
か
ら
の
由

込
み
も
可
）

　
3
、
加
入
申
込
場
所

　
嘱
託
員
を
と
お
し
、
と
り
ま
と
め

申
込
み
の
場
合
、
本
人
か
ら
申
込
み

の
場
合
と
も
、
次
の
と
こ
ろ
で
取
扱

い
を
い
た
し
ま
す
。

十
日
町
市
役
所
　
庶
務
課
　
会
計
課

　
　
　
〃
　
　
　
各
出
張
所

十
日
町
市
農
協
　
金
融
課

　
　
　
〃
　
　
　
各
支
所

十
日
町
市
金
融
機
関

　
　
　
〃
　
　
　
各
銀
行

　
4
、
掛
金
年
間
三
百
五
†

　
　
　
円

　
今
ま
で
大
人
三
百
六
十
円
、
子
供

三
百
円
で
あ
り
ま
し
た
が
、
四
十
六

年
四
月
一
日
か
ら
、
大
入
、
子
供
の

区
分
な
く
一
率
三
百
五
十
円
に
な
り

ま
た
年
間
の
途
中
加
入
で
あ
っ
て
も

三
白
五
十
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
年
度
初
の
四
月
一
日
の
加
入
が
一

　
番
有
利
で
す
の
で
、
そ
の
方
法
を

　
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
5
、
共
済
見
舞
金

　
一
等
級
（
死
亡
し
た
場
合
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
士
万
円

　
二
等
級
（
全
治
六
ヵ
月
以
上
の
場

　
　
　
　
合
）
　
　
　
　
＋
万
円

　
三
等
級
（
全
治
三
ヵ
月
以
上
の
場

　
　
　
　
合
）
　
　
　
　
五
万
円

　
四
等
級
（
全
治
一
ヵ
月
以
上
の
場

　
　
　
　
合
）
　
　
　
　
　
二
万
円

　
五
等
級
（
全
治
一
週
間
以
上
の
場

　
　
　
　
合
）
　
　
　
　
五
千
円

　
6
、
今
年
度
の
給
付
状
況

▽
死
亡
H
六
人
、
金
額
三
百
万
円
▽

重
軽
傷
H
五
七
人
、
金
額
百
一
万
円

（
一
月
末
現
在
）

申
告
と
納
税
は

3
月
15
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
所
得
税
や
贈
与
税
な
ど

　
所
得
税
と
贈
与
税
の
申
告
の
期
限

は
、
ど
ち
ら
も
三
月
十
五
日
で
す
。

　
税
務
署
か
ら
相
談
H
を
指
定
し
て

案
内
の
あ
っ
た
か
た
は
、
な
る
べ
く

ご
都
合
を
つ
け
て
当
日
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

雌
公
共
事
業
を
要
望

　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
ら
70
人
で
陳
情

市
で
は
去
月
二
十
六
日
村
山
市
長

島
田
議
長
ら
を
は
じ
め
七
十
人
の
陳

情
団
を
編
成
、
昭
和
四
十
六
年
度
公

共
事
業
予
箪
獲
得
の
た
め
、
上
京
、

建
設
省
を
は
じ
め
自
民
党
田
中
幹
事

長
、
地
区
選
出
の
大
竹
、
高
鳥
代
議

灘
繍

士
に
対
し
強
力
な
陳
情
を
行
な
い
ま

し
た
。
要
望
箇
所
（
道
路
鵜
関
係
の

み
）
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

〔
国
道
〕

▼
橋
架
整
備
（
羽
根
川
、
入
間
川
、

当
間
川
）

▼
道
路
改
良
（
太
田
島
、
嘉
勝
、
轟

　
市
之
沢
、
焼
野
）
　
（
本
町
通
り
、

　
八
箇
、
山
本
、
高
山
）

▼
防
雪
（
中
条
新
田
、
馬
場
、
水
沢

名
ケ
山
）

▼
変
通
安
全
施
設
（
中
条
旭
町
、
山

本
、
馬
場
）

〔
地
方
道
〕

▼
道
路
改
良
（
小
泉
）

▼
特
改
一
種
（
市
ノ
沢
、
鐙
坂
、
麻

　
畑
、
太
田
島
、
枯
木
又
、
為
永
、

　
江
道
、
菅
沼
、
小
泉
、
伊
達
）

▼
辺
地
（
柴
倉
）

▼
特
改
四
種
（
市
ノ
沢
、
麻
畑
）

▼
橋
架
整
備
（
山
谷
、
中
村
、
市
ノ

　
沢
、
中
在
家
、
地
之
尻
、
漆
島
）

▼
特
改
二
種
（
ニ
ツ
屋
、
二
子
、
津

池
）

▼
凍
結
防
止
（
大
石
、
漆
島
、
ニ
ツ

　
屋
、
鐙
坂
、
津
池
、
天
池
、
小
貫

新
水
、
宇
田
ヵ
沢
）

【
写
真
は
田
中
幹
事
長
私
邸
で
陳
情

す
る
村
山
市
長
】

　
申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と

税
務
署
の
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す

か
ら
な
る
べ
く
早
く
す
ま
せ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
●

　
確
定
申
告
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た

所
得
税
は
、
申
告
期
限
と
同
じ
三
月

十
五
日
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
延
納
制
度
が
あ
っ
て
税

額
の
半
分
以
上
を
期
限
（
三
月
十
五

日
）
ま
で
に
納
め
た
場
合
は
残
り
を

五
月
三
十
一
日
ま
で
に
延
納
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
贈
与
税
は
、
一
年
間
に
個
人
か
ら

も
ら
っ
た
財
産
が
基
礎
控
除
額
の
、

四
十
万
円
を
超
え
た
場
合
に
申
告
が

必
畏
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
該
当
さ
れ

る
か
た
は
税
務
署
で
よ
く
ご
相
談
さ

れ
誤
り
の
な
い
申
告
を
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
確
定
申
告
書
に
源
泉
所

　
得
に
関
す
る
記
載
事
項

　
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

　
常
時
使
用
し
て
い
る
使
用
人
が
あ

る
か
た
が
、
必
要
経
費
の
欄
に
そ
の

人
員
と
そ
の
使
用
人
に
支
払
っ
た
給

料
、
賃
金
、
賞
与
の
総
額
を
内
書
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
記

載
も
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
譲
渡
所
得
の
申
告
も
お

　
忘
れ
な
く

　
土
地
（
宅
地
、
田
、
畑
な
ど
）
借

地
権
、
建
物
、
機
械
器
具
な
ど
の
資

産
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
も
お
忘
れ
な

く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
贈
与
税
は
、
一
年
間
に
個
人
か
ら

も
ら
っ
た
財
産
が
、
基
礎
控
除
額
の

四
十
万
円
を
超
え
た
場
合
に
申
告
が

必
要
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
、
以
当
さ
れ

る
か
た
は
税
務
署
で
、
よ
く
相
談
の

う
え
誤
り
の
な
い
申
告
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
贈
与
税
の
計
算
は
、
そ
の
年
の
一

月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
一
年
間
に
も
ら
っ
た
財
産
の
価
額

の
合
計
額
で
計
算
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
価
額
が
基

北
陸
地
方
3
ヵ
月
予
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
地
方
気
象
台
発
表

　
　
●
概
要

　
二
月
に
入
っ
て
冬
型
の
気
圧
配
置

が
現
わ
れ
、
山
沿
い
を
中
心
に
雪
が

降
り
ま
す
が
、
積
雪
は
平
年
に
達
し

な
い
と
こ
ろ
が
多
い
で
し
ょ
う
。

　
二
月
下
旬
か
ら
三
月
に
か
け
て
は

気
温
が
高
く
、
早
め
に
春
ら
し
く
な

り
ま
す
が
、
三
月
下
旬
か
ら
四
月
に

か
け
て
は
低
温
が
現
わ
れ
、
春
の
天

候
は
不
順
気
味
と
な
る
み
こ
み
で

す
。
　
　
●
二
月
の
予
報

　
前
半
は
冬
型
の
気
圧
配
置
か
現
わ

羽
倉
線
を
主
要
地
方
道
に

　
　
　
　
　
　
　
　
強
力
に
運
動
を
展
開

　
一
般
県
道
十
円
町
ー
羽
倉
線
改
良

促
進
期
成
同
盟
会
は
、
去
る
十
二
日

市
役
所
で
関
係
市
町
村
長
、
議
会
議

員
な
ど
が
集
っ
て
開
か
れ
、
運
動
方

針
、
役
員
な
ど
を
き
め
ま
し
た
。

運
動
方
針
は

①
年
度
内
に
主
要
地
方
道
に
昇
格
さ

せ
る
。

②
関
係
市
町
村
を
一
括
し
て
大
巾
な

　
国
庫
予
算
を
確
獲
す
る
。

⑤
改
良
舗
装
工
事
を
促
進
す
る
た
め

　
用
地
補
償
な
ど
而
町
村
ご
と
に
積

　
極
的
に
協
力
を
す
る
。

　
一
般
県
道
十
日
町
－
羽
倉
線
は
、

（
市
内
吉
田
小
泉
－
津
南
町
羽
倉
）

今
ま
で
に
改
良
工
事
が
遅
れ
、
ほ
と

ん
ど
未
改
良
と
な
っ
て
い
る
が
、
主

要
地
方
道
に
昇
格
さ
せ
る
こ
と
に
ょ

っ
て
、
国
庫
予
算
を
大
巾
に
引
き
上

げ
、
早
期
改
良
を
実
現
し
よ
う
と
い

う
も
の
。

　
役
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

会
長

副
会
長

　
〃
幹
事
長

十
日
町
市
長
村
山
謙
吉

村
山
正
司
津
南
町
長

藤
田
五
郎
中
里
村
長

島
田
十
日
町
市
議
会
議
長

れ
や
す
く
寒
さ
の
き
び
し
く
な
る
期

間
が
あ
る
み
こ
み
で
す
。

　
こ
の
た
め
雪
の
降
る
日
が
多
く
、

山
沿
い
を
中
心
に
大
雪
が
降
り
、
積

雪
が
平
年
に
近
づ
く
と
こ
ろ
も
あ
る

で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
後
半
は
移
動
性
高
気
圧

と
低
気
圧
が
交
互
に
通
り
、
天
気
は

周
期
的
に
変
わ
る
よ
う
に
な
る
み
こ

み
で
す
。
平
均
気
温
は
並
み
か
や
＼

低
く
、
降
水
量
ほ
並
み
か
や
N
多
い

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
照
は
並
み
の

み
こ
み
で
す
。

　
●
三
月
の
予
報

　
半
は
ご
ろ
を
中
心
に
春
ら
し
い
天

候
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
前
後
は
寒

暖
の
変
動
が
大
き
く
荒
れ
も
よ
う
と

な
る
日
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
平
均
気
遍
は
並
み
な
い
し
や
＼
高

く
、
降
水
鼠
ば
並
み
か
や
」
少
な
い

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
照
は
や
＼
多

い
み
こ
み
で
す
。

●
四
月
の
予
報

　
シ
ベ
リ
ヤ
の
寒
気
の
え
い
き
ょ
う

を
受
け
や
す
く
、
季
節
は
す
れ
の
風

雪
の
現
わ
れ
る
日
も
あ
り
、
天
候
は

不
順
と
な
る
み
こ
み
で
す
が
、
下
旬

に
は
回
復
し
ま
し
ょ
う
。

　
平
均
気
温
は
や
N
低
く
、
降
水
量

は
並
み
か
や
＼
少
な
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
日
照
は
並
み
の
み
こ
み
。

礎
控
除
額
四
十
万
円
を
こ
え
る
人
が

申
告
し
、
納
税
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
税
務
署
の
資
産
税

係
に
、
ご
相
談
の
う
え
誤
り
の
な
い

申
告
と
納
税
を
さ
れ
る
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
農
家
の
み
な
さ
ん
副
業

　
雇
等
の
所
得
車
告
も
お

　
忘
れ
な
く

　
昭
和
四
十
五
年
中
に
「
農
外
所

得
」
を
得
た
方
は
、
こ
ん
ど
の
所
得

税
、
住
民
税
の
申
告
に
際
し
農
業
所

得
と
合
わ
せ
て
正
し
い
申
告
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
生
計
を
一
に
す
る
家
族
で
自
己
の

勤
労
で
得
た
農
外
所
得
が
年
間
十
万

円
を
こ
え
る
人
は
配
偶
者
控
除
ま
た

は
扶
養
控
除
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
家
族
専
従
者
で
農
業
以
外
の
仕
事

に
従
事
さ
れ
る
人
は
、
農
業
の
専
従

期
間
が
原
則
と
し
て
一
年
間
の
二
分

の
一
以
上
で
な
け
れ
ば
農
業
の
専
従

者
控
除
は
で
き
ま
せ
ん
。

泡
消
火
器
の

凍
結
防
止

　
去
る
三
日
夜
市
内
四
日
町
新
田
の

市
営
住
宅
で
ボ
ヤ
が
あ
り
ま
し
た
が

こ
の
火
事
で
家
庭
用
泡
消
火
器
が
凍

っ
て
使
え
な
か
っ
た
事
態
が
あ
り
ま

し
た
。
泡
消
火
認
は
摂
氏
マ
イ
ナ
ス

四
度
以
下
に
な
る
と
凍
る
性
質
を
も

っ
て
い
ま
す
の
で
、
設
置
の
際
は
玄

関
内
の
温
い
と
こ
ろ
に
備
え
つ
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
聾

〃

一
十
才
の
記
録
”

　
　
　
　
　
　
原
稿
募
集

　
今
年
む
次
の
よ
う
に
原
稿
募
集
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
ぞ

っ
て
応
募
し
て
下
さ
い
。

一
、
資
格
　
昭
和
四
十
六
年
度
十
日

　
町
甫
成
人
式
該
当
者

　
（
昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
～
二

　
十
六
年
四
月
一
日
生
）

二
、
テ
ー
マ
（
次
の
中
か
ら
選
ん
で

下
さ
い
）

　
ω
十
日
町
市
民
と
し
て
思
う
こ
と

　
ω
こ
ん
な
仕
事
に
う
ち
こ
み
た
い

　
⑥
わ
た
し
の
青
春

　
㈲
職
場
（
又
は
学
園
）
で
考
え
る

　
　
こ
と

㈲
余
暇
を
生
か
す

　
⑥
初
め
て
選
挙
権
を
得
て

　
の
青
年
と
し
て
訴
え
た
い
こ
と

　
⑥
詩
コ
一
十
才
」

三
、
書
き
方
　
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
下
さ
い
。

ω
自
分
の
立
場
や
体
験
な
ど
、
さ
ま

　
ざ
ま
な
要
素
を
考
え
て
、
書
き
や

　
す
い
テ
ー
マ
を
選
ん
で
下
さ
い
。

ω
テ
ー
マ
と
内
容
は
↓
貫
性
の
あ
る

　
も
の
に
し
て
下
さ
い
。

㈹
文
章
の
上
手
、
下
手
な
ど
に
こ
だ

　
わ
ら
す
、
自
分
の
ほ
ん
と
の
声
を

　
書
く
よ
う
に
し
、
建
設
的
か
つ
具

　
体
的
な
も
の
で
、
し
か
も
青
年
ら

　
し
い
意
欲
と
情
熱
に
満
ち
た
も
の

を
歓
迎
し
ま
す
。

四
、
枚
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四

　
枚
以
内
　
一
人
二
．
編
ま
で
　
　
　
　
㎜

　
原
稿
に
は
住
所
、
氏
名
、
職
業
を
…

　
明
記
し
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
㎜

五
、
〆
切
　
三
月
二
十
日
　
　
　
　
㎜

六
、
宛
名
　
十
日
町
市
学
校
町
、
十
…

　
日
町
市
公
民
舘
』
コ
一
十
才
の
記
㎜

録
」
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

七
、
授
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
市
長
賞
（
二
編
）
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
議
会
議
長
賞
（
二
編
）
　
　
　
　
…

　
　
教
育
委
員
会
賞
（
二
編
）
　
　
　
㎜

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
賞
（
二
編
）
　
㎜

　
　
公
民
舘
長
賞
（
二
編
）
　
　
　
㎜

八
、
発
表
　
五
月
一
日
（
予
定
）
　
　
㎜

九
、
表
彰
　
成
人
式
当
日
　
　
　
　
…

＋
、
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
㎜

ω
応
募
作
品
全
部
を
又
集
「
二
十
才
㎜

　
の
記
録
」
に
ま
と
め
式
当
日
全
員
㎜

　
に
配
布
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
…

ω
詳
細
は
、
十
日
町
市
公
民
舘
（
T
…

　
E
L
二
－
二
〇
八
O
）
二
十
才
の
㎜

　
記
録
係
ま
で
連
絡
干
さ
い
。
　
　
　
㎜

◎
な
お
先
日
、
こ
の
募
集
要
項
を
成
㎜

　入

式
該
当
者
個
人
宛
に
送
付
い
た
㎜

　
し
ま
し
た
が
、
受
取
っ
て
い
な
い
㎜

　方は、

至
急
公
民
舘
寛
連
絡
し
て
㎜

下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
…

た
ば
こ
は
市
内
で
　
㎜

買
い
ま
し
ょ
う
　
　
㎜

　
　
　
　
　
宣
　
　
言

　
昨
年
の
交
通
事
故
に
よ
る
被
害
者
は
、
死
者
一
万
六
千
七
百
六
十

五
人
、
傷
者
九
十
七
万
七
千
四
百
八
十
二
人
。
あ
れ
ほ
ど
国
民
の
誰

し
も
が
交
通
の
安
全
を
こ
い
ね
が
い
な
が
ら
、
ま
た
し
て
も
史
上
最

悪
の
記
録
を
更
新
し
た
。
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。

　
今
ほ
ど
国
民
の
一
人
一
人
に
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
切
実
な
命
題
が
問
わ
れ
て
い
る
と
き
は
な
い

　
今
年
の
交
通
安
全
国
民
総
ぐ
る
み
運
動
は
、
ま
す
、
全
国
民
が
昨

年
ま
で
の
交
通
事
故
の
現
実
を
ふ
り
か
え
り
、
交
通
安
全
に
処
す
る

自
ら
の
姿
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
か
ら
再
出
発
し
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
き
び
し
い
情
勢
の
な
か
で
、
わ
れ
わ
れ
に

明
る
い
希
聖
を
抱
か
せ
る
も
の
は
、
一
部
都
府
県
に
お
い
て
死
傷
事

故
が
わ
す
か
な
が
ら
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
現
実
の

上
に
立
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
今
ま
で
毎
年
く
り
か
え
さ
れ
た
”
今
年

こ
そ
は
”
の
決
意
を
、
ほ
ん
と
う
に
今
年
こ
そ
実
り
あ
る
も
の
に
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
こ
＼
に
、
第
十
一
回
交
通
安
全
国
民
総
ぐ
る
み
運
動
中
央
大
会
を

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
わ
れ
わ
れ
の
総
意
を
も
っ
て
次
の
各
項
目
の

実
践
を
誓
う
。

　
一
、
変
通
安
全
思
想
を
地
域
、
職
域
、
家
庭
の
す
み
す
み
ま
で
浸

　
　
透
徹
底
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
す
、
家
庭
の
主
婦
を
中
心

　
　
と
し
た
意
識
の
盛
り
上
げ
を
は
か
る
。

　
二
、
自
動
車
運
転
者
に
対
し
て
、
交
通
安
全
教
育
を
普
及
徹
底
す

　
　
る
。
ま
た
、
運
転
者
自
ら
が
安
全
運
転
の
実
践
と
技
能
の
向
上

　
　
に
つ
と
め
る
。

　
三
、
会
社
、
事
業
所
等
に
あ
っ
て
は
、
経
営
者
自
ら
が
、
安
全
運

　
　
転
菅
理
に
つ
い
て
認
識
を
高
め
、
一
丸
と
な
っ
て
そ
の
実
践
に

　
　
つ
と
め
る
。

　
四
、
被
害
事
故
の
多
い
歩
行
者
、
原
付
自
転
車
お
よ
び
自
転
車
等

　
　
の
運
転
者
は
、
自
ら
も
正
し
い
歩
行
、
正
し
い
運
転
に
よ
っ
て

　
　
事
故
の
防
止
に
つ
と
め
る
。

　
五
、
弱
い
立
場
に
あ
る
老
人
、
こ
ど
も
に
対
し
て
は
、
全
国
民
が

　
　
そ
の
保
護
に
手
を
さ
し
の
べ
る
。

　
有
宣
言
す
る
。

　
　
　
昭
和
四
十
六
年
一
月
二
十
日

　
　
　
　
　
第
十
一
回
交
通
安
全
国
民

　
　
　
　
　
総
ぐ
る
み
運
動
中
央
大
会

今だ！市民総ぐるみで交通事故をなくしよう。

悲しむ前にまづ家族で交通安全を考えよう

●り

）

ン

ザ
／イマ＼

♪

ノ、

●9

（明日はわが身に〕

器㍉
　　　　＿〆〆　　／

　　　努ρ
｛悲しみの交通事故）

市内交通事故発生状況

必」・31蝸総融

0
　
　
　
0
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0
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0
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保険衛生だよリ

育児相談
口期　　日　2月19日　午後1時～2時

■会　　場　水沢出張所

口対象者　生後12ヵ月までの者

■参集区域　水沢地区

■期　　日　2月25日午後1時《・2時

□会　　場　下条出張所

■対象者　生後i2ヵ月までの者

■参集区域　下条出張所

　くる病先股脱検診
■期　　日　2月23日午前9時半～日時半

■会　　場　十日町保健所

■対象者昭和45年IO月1日から

　　　　昭和45年10月3i日までに生れた者

　　　　今までに受けなかった者

■参集区域　中条、川治、六箇、吉田、下条、

　　　　水沢地区
■期　　日　2月23日午後1時～3時

田会　場十日町保健所

■対象者　昭和45年10月1日から

田貧血検診料35円ご持参ください。

農地相談
昨年10月から、農地法が一部改正されたため、

農地問題についてわからないこと、困っている

こと又相談してみたいことなどがありました

ら、どんな小さなことでも結構ですので、お気

軽にご相談下さい。

またつぎの日程で農地相談所を開設し、相談

おに応ずることになりました．

し

ら

せ

●

と　　き　3月2日（火）

　　　午前9時～午後4時
ところ　十日町市役所

相談員　県農地管理課職員

十日町市農業委員会事務局職員

お

　　　　昭禾045年1。月31日までをこ生オt緒し

　　　　今までに受けなかった者

■参集区域　十日町、新座、大井田地区

●璽料150円と・おしつこでぬれた純つをせ
こ持参ください。

停電のおしらせ
■期　　日　2月24日

口停電時間　9時～13時まで

■区　域五軒新田、八幡、塚田

　　公民舘に寄付
ら■田川町池田　さんは醜返しとして・公

　　民舘本舘にスチール製資料斥棚（2万円相当）

　　1台寄付。

妊婦検診
■期　　日　2月24日

　　　　午後1時一1時半
　　　　妊娠6ヵ月までの者
　　　　午後1時半～2時

　　　　妊娠6ヵ月以上の者
闘会　　場　中条病院産婦人科

■参集区域　中条、下条地区

■水沢地区振興会長、丸山尚政さんは、水沢地

区公民舘にストーブ（29，000円相当）1台寄

付。

■小林商店十日町営業所は、川治地区公民舘に

　コ・ンビアテレビG9イソチ中古品）1台を

寄付しました。

■川治上町、村山ユキさんは、ナショナル電気

炊飯器1台と象印ポット1個（総額1万円相

当）を川治地区公民舘に寄付しました。

る
。
オ
ア
シ
ス
と
は
「
お
は
よ
う
」

「
あ
り
が
と
う
」
　
「
し
ん
せ
つ
」

「
す
み
ま
せ
ん
」
と
い
う
意
味
を
も

　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
啓

　
　
　
　
　
　
ピ
　
　
　
ろ

　
　
　
　
　
　
　

喚
説
鶴

　
十
日
町
か
ら
約
十
キ
・
、
標
高
三
百

層
の
と
こ
ろ
に
私
の
村
が
あ
る
。

　
学
校
は
木
造
建
で
小
学
生
五
十
一

名
、
中
学
生
三
十
三
名
で
中
学
校
は

吉
田
中
学
鮫
の
分
校
と
し
て
、
同
じ

学
校
内
で
勉
強
し
て
い
る
。

　
学
校
で
は
毎
日
の
生
活
に
「
オ
ア

シ
ス
」
の
心
を
生
か
し
て
い
こ
う
と

校
長
先
生
と
約
束
し
、
実
行
し
て
い

っ
て
お
り
、
私
た
ち
も
心
の
オ
ア
シ

ス
に
し
ょ
う
と
努
力
し
て
い
る
。

　
冬
は
三
耕
以
上
雷
が
積
も
り
、
交

通
が
完
全
に
途
絶
し
部
落
は
孤
立
し

て
し
ま
う
た
め
、
部
落
内
で
の
仕
事

が
な
く
な
り
、
多
く
の
人
が
出
稼
ぎ

に
行
き
さ
び
し
い
部
落
と
な
る
。

　
し
か
し
き
れ
い
な
空
気
、
澄
ん
だ

空
、
若
芽
を
ふ
く
春
の
木
々
、
紅
葉

し
た
秋
の
山
、
一
面
白
く
う
す
ま
っ

　
　
名
ヵ
山
と
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
力
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小

た
山
々
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
美
し
い

故
郷
だ
。

　
私
た
ち
が
一
年
中
で
一
番
楽
し
み

に
し
て
い
る
行
事
は
「
鳥
追
い
」

だ
●
こ
の
日
は
お
と
う
さ
ん
が
出
稼

ぎ
に
行
き
活
気
が
な
か
っ
た
よ
う
に

感
じ
る
こ
の
村
が
、
ぱ
っ
と
火
が
つ

い
た
よ
う
に
明
る
く
に
ぎ
や
か
に
な

る
。
　
十
日
ほ
ど
前
か
ら
鳥
穴
を
ほ
り
当

日
に
な
る
と
み
ん
な
が
力
を
あ
わ
せ

私小
学
校
六
年

・
　
海
　
悦

子

翻
灘
籔

て
ご
ち
そ
う
を
作
っ
た
り
、
鳥
冗
の

し
あ
げ
を
し
た
り
大
奮
闘
す
る
。

　
夜
に
な
る
と
「
お
ら
が
裏
の
早
生

田
の
稲
を
何
鳥
が
ま
く
ら
っ
た
…
」

と
歌
い
な
が
ら
回
る
。
鳥
欠
の
中
は

笑
い
で
一
杯
に
な
り
、
み
ん
な
が
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
。

　
こ
の
よ
う
に
私
た
ち
は
み
ん
な
で

助
け
あ
い
、
留
守
を
守
る
お
か
あ
さ

ん
方
に
心
配
を
か
け
な
い
よ
う
明
る

く
元
気
よ
く
く
ら
し
て
い
ま
す
。

【
写
真
は
図
画
㊤
五
年
小
海
行
江
さ

ん
㊦
同
小
海
美
智
代
さ
ん
。
習
字
は

同
斉
木
正
弘
君
の
作
品
】

77、

論
ゲ

④

早
期
中
告
で

早
期
還
付
を

　
還
付
申
告
書
の
受
付
を
一
月
か
ら

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
税
務
署
で
は
、
つ
ぎ
の
予
定
で
税

金
の
還
付
が
で
き
る
よ
う
準
備
し
て

お
り
ま
す
。

　
申
告
期
限
（
三
月
十
五
日
）
が
せ

ま
り
ま
す
と
大
変
混
雑
し
、
税
金
の

還
付
も
お
く
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に

申
告
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す

◎
申
告
書
を
一
月
末
日
ま
で
に
提
出

　
し
た
も
の
、
二
月
中
旬
に
還
付
予

定
。

◎
二
月
中
旬
ま
で
提
出
分
、
二
月
末

　
日
。

◎
二
月
末
ま
で
提
出
分
、
三
月
中
旬

◎
申
告
期
限
ま
で
提
出
分
、
三
月
末

　
日
。
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一時借入金の状況（千円）

借入累計額 73，000

返　済　額 20，000

残　　　額 53，000

収
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率 行
・し∫
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1
済
1

，
額
1ゴニ

二：：1済：：：
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市有財産の状況
種　　　　別 面積（圃 金額1側

土　　　　　地 15，947，303

建　　　　　物 96，303

基　金・公社債 103，926

特別会計内訳（千円）

一一営又＝＝員丁示芯各貝（干円）

県支lll金83，（〕995％ 商L費73，（・111％
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国庫支出金
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市債の状況（千円）

市民負担状況
税1人当　リ12，354円

保険料1人当り2，454円

市税分析表（千円）

会　計　名 予算額 比率

国民健康保険1313，815 ％

72

診　　療　　所 35・・87ヰ 8

へき地診療所 4，722 1
　　　　　杜簡　易　水　道　　81，570 19

と　　畜　　場 1，500

計 436，694 100

　　土木偵　 その他
　　106，658
　　　17％　　　178，836
災害債

42，1207％　目的別　　28％

清掃債　　　　634，019

賜00　100％
　　厚生福祉
　66，485偵　教育費
　　10％　　188・220

　　　　　　30％

大蔵省

414，928

　　郵政省
　　　　124，724

　　　　20％
借入先別
634，019

100％

65％

その他
94，367

　15％

　　たばこ消費税

　電気ガス58，090
　　税’　　9％
一その他　　30，999、

烈，925読5％　　、1∫町村民税

　　　市税総額
　　　　617，981
固定資産税　100％　317，δ96

，186，071

　　30％
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